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新年を迎え新たな協会の在り方を模索する               会長  校條 亮治  P3 

【2016年カンファレンス特集】 

・ハイレゾ時代の良い音‐今、オーディオ機器に求められるもの‐  小谷野 進司  P10 

・ハイレゾ時代における感性価値から見た音源制作と最新音源デモ 

  Stereo Soundハイレゾ・リファレンスチェックディスク音源制作  高田 英男   P16  

【2016年音の日特集】 

・第23回「音の日」イベントと第21回「音の匠」顕彰について   森 芳久    P40 

・音叉と音叉にかかわる『音』の話               本田 泰   P43 

・第3回学生の制作する音楽録音コンテスト報告ジャーナル    穴澤 健明  P52 

音との付き合い70年～（その3） ソニー時代                     中島 平太郎  P56 

アキュフェーズのプロダクト                   照井 和彦 JAS事務局長       P74 

【JASインフォメーション】 

第4回（12月度）理事会報告・運営会議報告                       P80 
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２ [ 特集 原音
・ ・

復興 ] 特集にあたって       北村 幸市 

３ ソニー･ミュージックにおける音源アーカイブ   馬場 哲夫 

６ 日本の伝統文化のアーカイブ                   藤本 草 

９ “あの頃”の歌謡タンゴ」復刻に取組んで    高橋 廸良 

１３ オーディオパークＳＰレコード復刻の現状  寺田 繁 

１９ 「蘇るMade in JAPAN」スピーカーをつくる   渡邉 勝 

２６ ピュアモルトスピーカー            田中 博 

３０ 連載：テープ録音機物語                        阿部 美春 

その１8  戦後のアメリカ（5） 

ホーム用テープ録音機 -4-  

３５ JASインフォメーション            協会事務局 
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1月号をお届けするにあたって 

新しい年が始まりました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。今年は「音展」の春開催を計画

しており、協会としても新たな動きへつなげようと意気込んでおります。先ずは会長からの年頭所感

をお届けし、読者各位の協会活動へのさらなるご理解、ご支援をお願いしたいと思っております。 

 昨年秋に行われた「2016年カンファレンス」の特集記事を今月から次号にかけ掲載してまいります。

本号では小谷野氏による「ハイレゾ時代の良い音」に続いて、カファレンスでも人気を集めた高田氏

の講演をご本人にまとめていただきました。 

 もう一つの特集は12月6日に行われた音の日関連です。音の日イベントと音の匠について、実行委

員長の森氏に報告していただきました。今年度の「音の匠」として顕彰させていただいた本田氏に、 

「音叉と音叉に関わる『音』の話」を寄稿いただきました。当日の講演は非常に興味深く拝聴いたし

ましたが、お越しいただけなかった皆様にも是非お読みいただければと思います。3回目を迎えた「学

生の制作する音楽録音コンクール」の様子を穴澤氏に報告していただきました。 

 連載の中島平太郎氏の「音との付き合い70年」は第3回目です。また、照井事務局長によるアキュ

フェーズ社の訪問記を掲載いたしました。 


